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一般に晴乳動物の腺性下垂体は主部 (Pars dゐ

talis) ，隆起部 (Pars tuberalis)及び中間部 (Pars

intermedia)に分けられる.主部からは成長ホルモン

(GHl，プロラクチン (PRLl，副腎皮質刺激ホルモン

(ACTH)，甲状腺刺激ホルモン (TSHl，黄体形成ホ

ルモン (LHl及び卵胞刺激ホルモン (FSHlの 6種類

のホルモンが分泌される(小林， 1975).隆起部は塩基

好性細胞と色素嫌性細胞により構成され，同部位には

LH分泌細胞及び FSH分泌細胞が存在するという報

告もあるがこの部位に関する研究報告は数多くはなさ

れていない(見上， 1985).中間部には黒色素胞刺激ホ

ルモン (MSHl分泌細胞が分布する(小林， 1975). 

これらのホルモン分泌細胞の同定は，従来種々の組織

化学的方法により行われてきたが(小林， 1975)，近年

では免疫組織化学的手法が発達し，この方法により各

分泌細胞が含有しているホルモンを直接検出すること

が可能となった(見上， 1985). 

家畜の下垂体に関する研究は，これまで多くの研究

者によってなされており，その中でヤギの腺性下垂体

に関する組織化学的研究報告は，山岡 (1954)，石橋・

中原(1956a，b， c， d)，椎野 (1962，1963a， b， c， 

1964a， b)及び Khatraand N anda (1981)により行

われ，また免疫組織化学的研究が， Shirasawa et al 

(1984)及びShirasawaet al. (1985)により報告され

ている.

我が国の在来種であるトカラヤギは周年繁殖性であ

ることや反努動物の中でも飼養管理が容易であること
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などから，近年実験動物として注目され多方面からの

研究が行われつつある (Manda，1986). しかし， トカ

ラヤギの下垂体に関する形態学的な研究報舎は現たの

ところほとんどない

本研究は卜カラヤギの下垂体を種々の方面から検討

することを目的としているが，今回はまず光学顕微鏡

レベルにおいてその一般構造を明らかにするとともに，

GH， PRし ACTH，TSH， LH及びFSHの各分泌細

胞の分布状態及び形態的特徴と，去勢による変化を免

疫組織化学的に検討した.

本研究を遂行するにあたり， トカラヤギの飼養管理

に御尽力いただいた九州大学農学部附属農場，岡野香

教官に深謝いたします.

材料及び方法

供試した卜カラヤギは九州大学農学部附属農場で飼

育されたもので，成熟した雄3頭 (12ヶ月齢2頭， 16 

ヶ月齢 l頭)，雌 2頭(12ヶ月齢 1頭， 16ヶ月齢 l

頭)，並びに 3ヶ月齢時に去勢処理を鈍した雄2頭(12

ヶ月齢 l頭， 16ヶ月齢 l頭)の総数7頭であった.ク

ロロホルム麻酔の後放血屠殺し，視床下部と共に下垂

体を速やかに摘出した.摘出後左右に二分し，昇*

ホルマリン液で24時間固定して常法により脱水，パラ

プラストに包埋し， 2 ~ 4μm厚の芳正中矢状断連続

切片を作製した.一般観察用に Goldbergand Chai-

koff(1954)の卜リクローム染色を施し，その隣接切片

での各内分泌細胞の検出のために免疫染色法として，

ABC 法 (avidin-biotin-peroxidasecomplex. Hsu et 

al.，19snを用いた.ABCl去でFはブロッキング用にJE
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Table 1. Antisera used for demonstration of adenohypophysial cells. 

Antiserum 

anti.sheep GH 

anti.sheep Prolactin 

anti.ACTII (1-24) 

九九'orkingdilution Source 

1 : 2000 ICN lmmunobiologicals (USA) 

1 : 2000 ICN lmmunobiologicals (USA) 

1・2000 ICN Immunobiologicals (USA) 

KLH/synthetic 

anti.sheep TSH 

anti.b(円 ineFSH 

anti.human LHβ 

1: 2000 

1: 3000 

1: 2500 

ICN Immunobiologicals (USA) 

UCB.Bioproducts S.A. (Belgium) 

UCB.Bioproducts S.A. (Belgium) 

Fig. 1. Sch巴maticdiagram of a mid. 

sagittal plane of Tokara goat adenohypo. 

physis. Pars inlermedia also exists dorsal 

surface of the neurohypophysis (arrow. 

head) 

CH : Ca1'Um hypoρhysiale， CM: COy，戸us
mamillare， NH : NeurohJ.1り01うhysis，PD : Pars 

distalis， PI: Pars、 inlermedia，PT: Pars 

tuberalis， ZT : Zona tuberalis. 

常ヤギ血清き2， 寸穴抗体として Table1に示したウザ

ギに対する各ホルモンの抗血清を，三次抗体としてピ

オチン化ウサギ IgGを反応させた.ペルオキシダーゼ

基質溶液として0.1% 3， 3' .diaminobenzidine 

tetrahydrochloride (DAB)と0.02%過酸化水素水を

同量混合したものを用いた.ブロッキング血清，三次

抗体及びABC試薬は市販のもの (VectorLaborato 

ries)を使用した.各溶液の洗浄はO.OIM，pH7.4の

PBSで行い，対比染色としてへマトキシリンによる核

染色を施した.なお対照染色として一次抗体の代わり

にヒ記の PBSを反応させた.

"士市口 果

1 ) トカラヤギ下垂体の一般構造

トカラヤギの下垂体は他の晴乳動物と同様に腺性下

Fig. 2. Wulzen's cone (WC) in the Pars 

inlermedia of the adenohypophysis of a 

male Tokara goat. Goldberg and Chai 

koff's trichrome stain. X 20， Wulzen's 

cone is devided from the Pa灼 distalisby 

the lumen (CH). Arrowheads indicate the 

follic¥es 
CH: Cavum Iりφophysiale，PD : Pars distalis， 

PI : Pars intermedia 

垂体主部，隆起部，中間部及び神経性下垂体 (Neuro

hゆoPhysis)から構成されていた.このことについて下

垂体の正中矢状断における模式函を Fig.lに示した.

主部は腹側の大半を占めており，数個から十数個の

細胞がし 2列に並び，結合組織によって固まれた細

胞索を構成していた.主部の前腹側音sから下垂体腔

(Cavum hytophysiale)に面する主部腺体中央部にか

けて主として塩基好性細胞で構成されている隆起帯

(Zona tuberalis)が観察された.隆起帯の周辺領域に

は酸好性細胞の多い他の主部組織が複雑に入り組み，

その境界は不明瞭であった.主部線体後部では時折数

個の小胞が散在しているのが観察された.主部の下垂

体腔に商する上皮細胞層は前方では単層立方状であつ

だが，後方では単層円柱状となっていた.この上皮細

胞層中には，特に後方において析、細胞類似の細胞が
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所々で認められた (Fig.3， arrowheads). 主部全域に分布しており，隆起部では観察されなかっ

隆起部は塩基好性細胞と色素嫌性細胞からなり，漏 た.主部に分布する ACTH細胞は中型から大型で多

斗柄を取り囲んでいた.隆起部の組織は下方において 角形をしており，不規則な形をした核を持つ細胞がか

主部の隆起帯に，また後方では中間部にそれぞれ明瞭 なりの数で観察された.中間部では全域にわたって抗

な境界を持たずに移行していた ACTH血清に反応陽性を示す細胞が確認された.

連続切片による観察の結果，中間部の腺体は神経性 TSH細胞 (Fig.7) : TSH細胞は隆起帯を含む主部

下垂体の腹側を占めると共に，腺体の中央よりやや前 全域及び隆起部に散在しており，とくに隆起帯に多く

方で主部帯状に背外側へ伸び，神経性下垂体の背側面 観察された.また TSH細胞は去勢雄 I頭を含む12ケ

にまで達しているのが観察された.中間部は腺性下垂 月齢の雄3頭及び16ヶ月齢の去勢雄で中間部組織の前

体に接する部位では全域にわたって結合組織が入り込 方約4分の lの部位においても局部的に認められた.

み小葉化していたが，下垂体腔に近接する部位ではこ TSH細胞は中型で一般に多角形であったが，球形あ

のような小葉化は不完全であった.下垂体腔に面する るいは卵円形を呈する細胞も存在した.核は球形，卵

中間部の上皮細胞層は主部のものとは若干異なり単層 円形あるいは多角形であり，細胞の中心部あるいは扇

の扇平あるいは立方状の細胞からなっており，主部上 心位に位置していた.

皮層で見られたような杯細胞類似の細胞はほとんど観 FSH細胞 (Fig.8) : FSH細胞は TSH細胞と同じ

察されなかった.供試した12ヶ月齢雄卜カラヤギ 1頭 く主部全域及び隆起部に分布しており，隆起帯で多数

において，中間部から F下垂体腔へ突出する主部と同様 認められた.また12ヶ月齢の雄3頭並びに16ヶ月齢の

の細胞構成を示す組織塊が観察された (Fig.2). この 去勢雄では中間部において TSH細胞と同様にその前

組織塊は下方に細長く伸長し，主部組織中に深く陥入 方約4分の lの部位において観察された (Fig.9).細

していたが，両者は下垂体腔によって明瞭な境界が画 胞は楕円形あるいは多角形をしており，ほぼ中型の大

されていた.また，その組織中に特徴的な複数の小胞 きさで，扇心位に存在する球形あるいは卵円形の核を

を含有していた. 持ってL、lた.細胞質突起を長く伸ばしている細胞も少

2 )各ホルモン分泌細胞の免疫組織化学的観察 数認められた.

本研究では GH，PRし ACTH，TSH， FSH及び LHβ細胞 (Fig.10): LHβ細胞も TSH細胞や

LHβ に対する 6種類の抗血清を使用したが，以下こ FSH細胞と同様の分布状態であった.LHβ 細胞は中

れらの抗血清に対する免疫陽性細胞をそれぞれ GH 型で楕円形あるいは多角形をしており，球形あるいは

細胞， PRL細胞， ACTH細胞， TSH細胞， FSH細胞 卵円形の核が扇心位に存在していた.今回使用した抗

及び LHβ 細胞として示す.なお対照染色の結果は全 LHβ 血清は免疫反応性が必ずしも明瞭ではなし切

ての細胞が陰性であった. 片によっては細胞の識別が困難な部位もあった.

GH細胞 (Fig.4): GH細胞は隆起帯を除く主部全 ところで隣接切片における観察の結果，抗 TSH血

域に分布していたが，隆起部と中間部においては観察 清，抗FSH血清及び抗 LHβ 血清のいずれにも反応す

されなかった.GH細胞は中型ないしは小型の細胞で， る細胞が存在することが確認された (Fig.ll-A，B， 

卵円形，円柱形あるいは多角形と様々な形であった Cl.こ t，~らの細胞は主部のみでなく隆起部において

球形あるいは卵円形の核が細胞の中心部あるいは扇心 も，また去勢雄を含む前記4頭の雄では中間部前位に

位に存在していた. おいても確認された.

PRL細胞 (Fig.5) : PRL細胞は GH細胞と同様に 下垂体腔に面する主部の t皮細胞層には， GH， PRL 

主部の隆起帯を除く部位に分布し，隆起部と中間部に 並びに ACTH細胞はほとんど分布していなかったが，

は認められなかった.PRL細胞は多様な形をした小型 TSH， FSH及び LHβ細胞はこの層で多数認められ，

から中型の細胞で，その核は球形あるいは卵円形で細 特に前方において顕著でもあった.

胞質中に扇心的に位置していた.細胞索中で、は一般に なお12ヶ月齢雄において観察された中間部における

数個の PRL細胞が集合した状態で存在し細胞塊を形 主部類似の紐織塊中には 6種類のホルモン分泌細胞が

成していた.中には PRL細胞が大半を占める細胞索 明瞭に確認された.

も見られ，この様な細胞索は特に主部後方で多数認め 以上のように主部においては 6種類のホルモン分泌

られた. 細胞が全て存在し，隆起部には TSH細胞， FSH細胞

ACTH細胞 (Fig.6) : ACTH細胞は隆起帯を含む 及び LHβ細胞の 3種類が分布してい
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Explanation of Fig. 3 -8 

Fig. 3. Goblet.likc cells (arrowheadsl in the epithelial layer 
of the Pars distalお atthe 

surface of the Cavum h)少ゆhysiale. Goldberg and Chaikoff'
s trichrome stain. X 400. 

Mucous substance is stained blue 

Fig. 4. Light micrograph of the adenohypophysial cells imm
unostained by antiserum 

against sheep GH. ABC method. >< 400 

GH cells (arrowheadsl are middle or small sized and round. colu
mner or polyhedral in shape 

The nuc¥ei 01' these cells are spherical or oval. 

Fig. 5. Light micrograph of the adenohypophysial cells imm
unostained by antiserum 

against sheep PRL. ABC method. X 400. 

PRL cells (arrowheadsl are middle or small sized and grouped 
in cel1 cords surrounded by 

sinusoid. The nuc¥ei of these c巴llsare spherical or oval. 

Fig. 6. Light micrograph of the adenohypophysial cells imm
unostained by antiserum 

against ACTH/synthetic. ABC method. X 400 

ACTH cells (arrowheadsl are middle or large sized and polyhedr
al in shape. The nuclei of 

these cel1s ar巴irregular

Fig. 7. Light micrograph of the adenohypophysial cells im
munostained by antiserum 

against sheep TSH. ABC method. x400 

TSH cells (arrowheadsl are middle sized and round， oval or polyhe
dral in shape. The nuc¥ei 

of these c巴I1sare round， oval or polyhedral. 

Fig. 8. Light micrograph of the adenohypophysial cells imm
unostained by antiserum 

against bovine FSH. ABC method. X 400. 

FSH cells (arrowheadsl are middle sized and oval or polyhedra
l in shape. The nuc¥ei of 

these cel1s are round or oval 



• t~，~ 
占 d

トカ?ヤギ下礎体の免夜組織化学的研究 75 

-.y.. 



76 西村正太郎ら

Explanation of Fig. 9 -12 

日g.9. FSH cells in the Pars intermedia of the adenohypophysis of an adult male日oat
ABC method. X 100 

CH: Cavum hypophysiale， PD: Pars distalis， PI: Pars intermedia 

Fig. 10. Light micrograph of the adenohypophysial cells immunostained by antiserum 
against human LHβABC method. X 400. 

LHβcells (arrowheads) are middle sized and oval or polyhedral in shape. The nuclei of 

these cells ar巴roundor oval. 

Fig. 11・A，B，. C. Light micrographs of TSH (A)， FSH (B) and LHβcells (C) in 2μm thick 

serial sections immunostained by ABC method. X 400 

Same cells (arrowheads) were immunostained by anti-sTSH， anti-bFSH and anti-hLHβ 

Fig. 12. Castration cells (arrowheads) immunostained with anti-bFSH serum. ABC 

method. X 400. 

The cytoplasm and nuclei of these c白llsare larger than those of normal male goat 
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部の細胞の中にはいずれの抗血清にも反応せず，明確

な分泌細胞として特定することができない細胞も多数

確認された.また今回の研究では，各ホルモン分泌細

胞における雌雄問の形態的な差異を特に認めることは

て、きなかった.

3 )去勢による腺細胞の変化

去勢処理を施した雄トカラヤギの場合， 16ヶ月齢の

個体(去勢後13ヶ月経過)において一部の FSH細胞と

LHβ細胞に形態的な変化が確認された.これらの細

胞は細胞質がかなり肥大し，核も比較的大型であった

(Fig.12). しかし12ヶ月齢の個体(去勢後9ヶ月経過)

では，このような変化は特に認められなかった. 16ヶ

月齢の去勢雄で確認された肥大した細胞では，核小体

は明瞭であったが，大部分の肥大した細胞における免

疫反応性は正常な雄の FSH細胞あるいは L日β細胞

と比較して全体的に若干弱いものであった. またこう

いった細胞の一部は抗TSH血清に対しでも反応陽性

を示した.

考 察

本研究の結果からトカラヤギの腺性下垂体は主部及

び隆起部については一般の反努動物のものと 1.まぽ同様

の構造を持つものと思われる.また主部にはGH，

PRし ACTH，TSH， FSH及びLHβ細胞が存在し，

隆起部にはこのうち TSH，FSH及びLHβ細胞が存

在することが確認された. しかし隆起部にお λてはい

ずれの抗血清にも反応しない細胞が多数存在しており，

これらの細胞がいかなる役割を果たしているのかは本

研究では明らかにはできなかった.Khatra and 

N anda (1981)はヤギの腺性下垂体の構造について報

告し，同中間部は背側を除いて神経性下垂体を外側か

ら被っていることを述べている.一方椎野(1962，1964 

b)並びに Shirasawaet al. (1985)はヤギの腺性下垂

体中間部は神経性下垂体の腹側にのみ位置すると記載

している.本研究のトカラヤギの場合，ほぼ正中面と

思われる断面においても神経性下垂体の背外側面に接

する同組織が観察されたことから，中間部組織は神経

性下垂体の一部を輪状に取り巻いているものと推察さ

れる.以上のことからトカラヤギの腺性下垂体は中間

部が神経性下垂体の背外側に伸びて輪状に取り巻いて

いるという点で他の反努類家畜と比較して特徴的であ

ると考えられる.

Wulzen (1914)はウシにおいて腺性下垂体中間部に

存在する主部と同様の組織を持った円錐形の構造につ

いて報告している.その後， Spaul and Howes 

(1930)， House (1943)及びCummingsand Habel 

(1966)がウシの下垂体で， Shirasawa et al. (1985) 

がヤギの下垂体でこの構造の存在を確認した.一般に

この構造は Wulzenの円錐と呼ばれるが，本研究にお

いて12ヶ月齢の雄で観察された中間部から突出した主

部類似の組織塊はこの Wulzenの円錐に棺当するも

のと思われる.しかし今回観察されたのは12ヶ月齢の

雄 l個体に留まり，その出現率はあまり高くないもの

と推察する.

抗GH血清をはじめとする 6種類の抗血清により

Wulzenの円錐中において各ホルモン分泌細胞が明瞭

な免疫反応陽性を示した.この結果はこの部位におけ

る各内分泌細胞が活発な機能状態にあることを示唆す

ると共に， Shirasawa et al. (1985)の免疫染色によ

る結果を支持するものである.

Shirasawa et al. (1985)は， FSHを除く 5種類の

腺性下垂体ホルモンに対する抗血清を用いてヤギの腺

性下垂体の各ホルモン分泌細胞の形態について報告し

ているが，本研究の結果はこの 5種類のホルモン分泌

細胞に関して Shirasawaet al. (1985)の研究結果と

ほぼ一致する.

Scott et al. (1974)は， ACTHが a-MSHの前駆

物質であることを示唆し， Lowry and Scott (1975)は

ヒツジ，ウシ及びプタの a-MSH分子のアミノ酸配列

がACTH分子の最初の13個のアミノ酸配列と同じで

あることを報舎している.中間部には全域にわたって

MSH分泌細胞が分布するとされるが，今回ACTH抗

血清により中間部全域が反応陽性を示したのは，この

ような ACTHとMSHの分子構造上の共通性のため

であると推察する.

これまで種々の哨乳類の腺性下垂体の生殖腺刺激ホ

ルモン分泌細胞 (GTH細胞)に関する免疫組織化学的

な研究報告が多数の研究者によってなされてきた.そ

れらの多くが同一細胞において FSHとLHが同時に

存在することを述べている (Yoshimura et al 

1981) .本研究で抗FSH血清と抗LHβ血清に対し同

一細胞が反応陽性を示したことはこのような研究報告

を支持するものである.しかし， TSHとGTHの交叉

性に関しては，これまで両者を同時に分泌する細胞が

存在するという報告はほとんどない.TSH， FSH及び

LH はいずれも a鎖と β鎖の 2つのサブユニットか

らなり，このうち a鎖はこれら 3ホルモンともほぼ同

様の構造を持っている.本研究では TSH，FSH及び

LHβ の3つのホルモンに対する抗血清により同一細

胞が染色された.また去勢処理によって出現した肥大
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細胞に対しでも抗TSH血清が反応したが，これらの

結果はそのようなホルモンの構造上の類似のため，抗

TSH血清がFSH及びLHβ細胞にも反応したので

はないかと考える.また抗LHβ血清に対して染色反

応が弱かったのは，固定あるいはそれ以後の過程で細

胞内に存在する LHβ の抗原性が若干失われたためだ

と推察する.

鴫乳類において Wulzenの円錐を除く腺性下垂体

中間部に TSH細胞， FSH細胞あるいは LHβ細胞が

存在するという報告はなされていない.今回去勢雄を

含む 4頭においてこれらの細胞が中間部の前方約4分

のlの部位に観察された.この部位には，GH細胞及び

PRL細胞は存在せず，この点では隆起帯の分布状態に

似ている， Shirasawa et al. (1985) も免疫組織化学

的手法を用いてヤギの腺性下垂体に関する研究報告を

しているが， Wulzenの円錐を除く中間部組織内にお

いて TSH細胞あるいは LHβ細胞が分布するという

記載はしていない.今日三れら 4個体は全て雄であっ

たが， トカラヤギにおいて中間部にこれらの細胞が存

在することは確実なものと考えられる.従来中間部に

おいてこれらの細胞が確認されていなかったのは，免

疫組織化学的手法によるホルモン含有細胞の検出精度

の向上もさることながら，腺性下垂体の各ホルモンの

生産部位について一種の固定観念があったため，改め

て確認されなかったものと推測する.本研究の結果か

ら トカラヤギに限らず他の家畜あるいは哨乳動物に

ついても中間部においてこれらのホルモン分泌細胞が

存在するという可能性が考えられる.また，従来存在

が確認されなかった中間部になぜこれらの細胞が存在

するのか，機能的にあるいは生理学的にどの様な意味

を持つのか非常に興味深い.

去勢後の腺性下垂体のホルモン分泌細胞の形態変化

については多くの研究報告がある.家畜における報告

では，古くは加藤(1935)が去勢ブタで，その後椎野

(1962， 1964a)及びMikami(1968)がそれぞれ去勢

ヤギと去勢ヒツジで去勢細胞の出現を確認している.

一方去勢ヤギにおいて去勢細胞を認めなかったという

報告もある(石橋・中原， 1956d).今回供試した去勢

雄の場合， 16ヶ月齢の個体では去勢細胞に相当する肥

大した FSH細胞あるいは LHβ細胞が認められたが，

12ヶ月齢の個体ではこの様な細胞は確認できなかった.

このことから去勢細胞の出現には去勢処理後の時間的

な要因や個体差等が関係しているものと考えられるが，

今回の材料は去勢処理後の経過時間の異なる 2個体に

留まっているため，更に検討してみる必要がある.

以上のようにトカラヤギの腺性下垂体では TSH細

胞， FSH細胞及びLHβ細胞の分布状態が非常に特徴

的であることが明らかとなった.今後は種々の生理条

件による変化や微細構造上における観察を含め，多方

面から検討する予定である.

要 約

我が匡l在来種であるトカラヤギの腺性下垂体につい

て，その一般構造と各種内分泌細胞の免疫組織化学的

観察を1~: った. トカラヤギの下垂体の一般構造は反努

動物のそれと基本的に同じであるが，腺性下垂体中間

部組織の形態に特徴が見られた.中間部は腺体の中央

付近で神経性下垂体を一部外但Ijから取り圏み，その背

倶Ijにまで達していた.

腺性下垂体主部に分布する各種内分泌細胞の免疫反

応特性を検討した結果， GH，PRL及びACTHに対す

る抗血清ではそれぞれ独立した細胞が反応陽性を示し

たが， TSH，FSH及びLHβ に対する抗血清ではその

いずれにも反応陽性を示す細胞が観察された.FSHと

LHβ の交叉性に関してはこれまでに報告のある研究

結果を支持するものであるが， TSHとの交叉性につ

いては抗TSH血清の特異性が低かったためと推察す

る.FSH細胞並びに LHβ細胞は去勢処理後にいわゆ

る去勢細胞として形態変化を示したが，その免疫反応

性は正常雄の同種細胞のそれと比較して幾分弱いもの

であった.

トカラヤギの腺性下垂体中間部において， TSH， 

FSH及びLHβ細胞が局在することが確認された.こ

れまでWulzenの円錐を除く晴乳類の腺性下垂体中

間部にこれらの細胞が分布するという報告はなされて

いないため，今回得られた結果は興味深い新知見であ

る
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Summary 

The adenohypophysis of Tokara goats， the ]apanese native species， were studied to 

demonstrate the general structure and the characteristics of each endocrine cells by use of 

antisera against GH， PRL， ACTH， TSH， FSH and LHβby lightmicroscopic immunohisto-

chemistry. 
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The adenohypophysis of Tokara goat was characteristic in the Pars intermedia， which 

extended to the dorsolateral surface of neurohypophysis in part and encircled it. Immunohis-
tochemical investigation showed that GH， PRL and ACTH cells distributed indepeniently， 

whereas there were some cells that responded to anti-TSH， anti-FSH and anti-LHβsera 

simultaneously. The result that anti-FSH and anti-LHβsera stained same cells agrees the 
reports by many autJlors， but as concerns TSH cells， it is supposed that the specificity of 

anti-TSH serum might be weak. In a castrated male goat， FSH and LHβcells changed to 
the hypertrophied“castration cel!s"， which were stained a little paler than those of normal 
male goat by antisera. TSH， FSH and LHβcel!s were also demonstrated in the Pars 
intermedia， that has not been reported that TSH， FSH or LHβcells have existed in the Pars 
intermedia of the adenohypophysis except for Wulzen's c:one. 
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